
ゼ
ロ
歳
児
の
減
少
が
止

ま
り
ま
せ
ん
。

地
域
存
続
の
危
機
が
深

ま
っ
て
い
ま
す
。

山
形
県
の
合
計
特
殊
出

生
率
は
、
令
和
６
年
度
１

・

で
、
市
町
村
別
で
は

17
鮭
川
村
が
１
・

で
最
も

90

高
く
、
次
い
で
庄
内
町
が

・

、
三
川
町
が
７
番

1

62

目
の
１
・

、
鶴
岡
市
は

35

。

番
目
の
１
・

で
し
た

10

20

、

合
計
特
殊
出
生
率
と
は

「
１
人
の
女
性
が
一
生
の

間
に
産
む
子
ど
も
の
推
定

平
均
人
数
」
の
こ
と
で
、

歳
か
ら

歳
ま
で
の
女

15

49

性
の
年
齢
別
出
生
率
を
合

計
し
て
算
出
さ
れ
ま
す
。

人
口
が
増
え
も
減
り
も

し
な
い
出
生
率
の
水
準
人
「

口
置
換
水
準
」
は
２
・
07

で
す
（
２
＋
男
児
の
偏
り

５
％
＋
女
性
の
出
産
年
齢

ま
で
の
死
亡
率
２
％
。）

、

低
い
出
生
率
が
続
く
と

親
と
な
っ
て
子
ど
も
を
産

む
人
口
が
減
り
続
け
「
人
、

口
減
少
モ
メ
ン
タ
ム
」
が

続
く
社
会
に
な
り
ま
す
。

三
川
町
と
藤
島
地
域
の

０
歳
～

歳
の
合
計
を
比

14

較
す
る
と
、
８
６
１
人
対

７
９
７
人
で
、
藤
島
が
64

人
も
少
な
く
、
平
成
大
合

併
の
弊
害
で
す
。

、

学
校
統
廃
合
が
進
む
と

さ
ら
に
周
辺
部
の
少
子
化

を
加
速
さ
せ
ま
す
。

小
規
模
校
同
士
の
合
同

授
業
な
ど
で
、
地
域
の
宝

・
学
校
を
守
っ
て
い
く
べ

き
で
す
。
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（月２００円程度）
3月 28人 32,800円
2月 37人 37,490円

市町村別合計特殊出生率（令和6年）
率 村山地域 最上地域 置賜地域 庄内地域

2.0

鮭川村1.90

庄内町 1.62

1.5

小国町 1.41

舟形町 1.37

寒河江市1.36 南陽市 1.36 三川町 1.35

東根市1.33

天童市1.21 鶴岡市 1.20

新庄市1.17

山形市1.12 飯豊町 1.12

村山市1.12 白鷹町 1.10

米沢市 1.09

高畠町 1.08 酒田市 1.08

尾花沢市1.07 真室川町1.07

山辺町1.06 遊佐町 1.05

大石田町1.02

上山市1.02

1.0 長井市 1.01

河北町0.98 大蔵村0.99

金山町0.95

西川町0.89

朝日町0.86

大江町0.85 川西町 0.85

中山町0.76 最上町0.74

戸沢村0.46

資料：厚生労働省「人口動態統計」、山形県「山形県の人口と世帯数」

山形県少子化・次世代育成支援対策関係データ集(令和8年1月)から作成

藤島地域の地区別子どもの数　（2026年3月31日）

０歳 １歳２歳 ３歳４歳５歳 ６歳７歳８歳９歳10歳11歳 12歳13歳 14歳

藤島 男 14 9 21 15 21 9 14 12 14 16 15 14 20 16 13

女 6 8 12 6 16 8 17 13 10 16 14 20 16 15 16

計 20 17 33 21 37 17 31 25 24 32 29 34 36 31 29

八栄島男 1 2 0 2 2 2 1 1 4 3 1 1 2 5 2

女 0 3 0 0 2 4 2 3 5 3 5 4 3 4 4

計 1 5 0 2 4 6 3 4 9 6 6 5 5 9 6

長沼 男 1 2 1 4 2 1 1 2 4 3 6 2 2 4 4

女 2 1 2 2 5 3 3 2 2 3 4 3 3 4 1

計 3 3 3 6 7 4 4 4 6 6 10 5 5 8 5

渡前 男 1 2 3 4 2 4 3 3 5 1 2 3 5 5 9

女 2 2 3 7 3 3 6 5 7 2 8 3 5 6 8

計 3 4 6 11 5 7 9 8 12 3 10 6 10 11 17

東栄 男 1 0 1 2 4 2 4 8 1 8 4 8 5 4 2

女 2 3 1 3 1 0 3 3 5 2 7 6 5 8 6

計 3 3 2 5 5 2 7 11 6 10 11 14 10 12 8

合計 男 18 15 26 27 31 18 23 26 28 31 28 28 34 34 30

女 12 17 18 18 27 18 31 26 29 26 38 36 32 37 35

計 30 32 44 45 58 36 54 52 57 57 66 64 66 71 65

三川町の子どもの数　（2026年3月31日）

０歳 １歳２歳 ３歳４歳５歳 ６歳７歳８歳９歳10歳11歳 12歳13歳 14歳

三川町

男 21 18 25 19 31 36 34 26 42 37 40 37 33 38 29

女 10 18 27 15 19 29 19 27 37 37 31 32 32 30 32

計 31 36 52 34 50 65 53 53 79 74 71 69 65 68 61
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鶴岡市の子どもの数（2026年3月31日）人

年齢 ※鶴岡市住民基本台帳から
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ゼ
ロ
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児

人

過
去
最
少

30



ゼ
ロ
歳
児
の
減
少
が
止

ま
り
ま
せ
ん
。

地
域
存
続
の
危
機
が
深

ま
っ
て
い
ま
す
。

山
形
県
の
合
計
特
殊
出

生
率
は
、
令
和
６
年
度
１

・

で
、
市
町
村
別
で
は

17
鮭
川
村
が
１
・

で
最
も

90

高
く
、
次
い
で
庄
内
町
が

・

、
三
川
町
が
７
番

1

62

目
の
１
・

、
鶴
岡
市
は

35

。

番
目
の
１
・

で
し
た

10

20

、

合
計
特
殊
出
生
率
と
は

「
１
人
の
女
性
が
一
生
の

間
に
産
む
子
ど
も
の
推
定

平
均
人
数
」
の
こ
と
で
、

歳
か
ら

歳
ま
で
の
女

15

49

性
の
年
齢
別
出
生
率
を
合

計
し
て
算
出
さ
れ
ま
す
。

人
口
が
増
え
も
減
り
も

し
な
い
出
生
率
の
水
準
人
「

口
置
換
水
準
」
は
２
・
07

で
す
（
２
＋
男
児
の
偏
り

５
％
＋
女
性
の
出
産
年
齢

ま
で
の
死
亡
率
２
％
。）

、

低
い
出
生
率
が
続
く
と

親
と
な
っ
て
子
ど
も
を
産

む
人
口
が
減
り
続
け
「
人
、

口
減
少
モ
メ
ン
タ
ム
」
が

続
く
社
会
に
な
り
ま
す
。

三
川
町
と
旧
町
村
地
域

の
子
ど
も
数
を
比
較
す
れ

ば
、
平
成
大
合
併
の
弊
害

は
明
ら
か
で
す
。
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発行経費にカンパをお
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（月２００円程度）
3月 28人 32,800円
2月 37人 37,490円

市町村別合計特殊出生率（令和6年）
率 村山地域 最上地域 置賜地域 庄内地域

2.0

鮭川村1.90

庄内町 1.62

1.5

小国町 1.41

舟形町 1.37

寒河江市1.36 南陽市 1.36 三川町 1.35

東根市1.33

天童市1.21 鶴岡市 1.20

新庄市1.17

山形市1.12 飯豊町 1.12

村山市1.12 白鷹町 1.10

米沢市 1.09

高畠町 1.08 酒田市 1.08

尾花沢市1.07 真室川町1.07

山辺町1.06 遊佐町 1.05

大石田町1.02

上山市1.02

1.0 長井市 1.01

河北町0.98 大蔵村0.99

金山町0.95

西川町0.89

朝日町0.86

大江町0.85 川西町 0.85

中山町0.76 最上町0.74

戸沢村0.46

資料：厚生労働省「人口動態統計」、山形県「山形県の人口と世帯数」

山形県少子化・次世代育成支援対策関係データ集(令和8年1月)から作成

鶴岡市の地域別子どもの数　（2026年3月31日）

０歳 １歳２歳３歳４歳５歳 ６歳７歳８歳９歳10歳11歳 12歳13歳14歳

鶴岡

男 201 202 221 243 270 253 297 302 277 290 345 310 338 329 371

女 193 203 220 250 251 262 268 294 291 310 335 344 348 332 369

計 394 405 441 493 521 515 565 596 568 600 680 654 686 661 740

藤島

男 18 15 26 27 31 18 23 26 28 31 28 28 34 34 30

女 12 17 18 18 27 18 31 26 29 26 38 36 32 37 35

計 30 32 44 45 58 36 54 52 57 57 66 64 66 71 65

羽黒

男 4 17 20 18 17 15 31 23 25 25 34 30 31 26 36

女 8 10 10 27 12 18 23 18 24 27 26 19 24 29 36

計 12 27 30 45 29 33 54 41 49 52 60 49 55 55 72

櫛引

男 11 10 8 10 12 25 19 22 37 29 26 17 28 26 33

女 9 14 10 24 15 12 21 15 21 24 33 22 32 26 20

計 20 24 18 34 27 37 40 37 58 53 59 39 60 52 53

朝日

男 2 7 5 7 6 9 6 4 5 11 11 8 11 13 11

女 10 6 7 4 6 3 4 6 7 8 10 10 6 5 11

計 12 13 12 11 12 12 10 10 12 19 21 18 17 18 22

温海

男 7 3 8 8 13 10 8 10 6 13 14 11 18 16 15

女 3 6 7 7 10 13 4 11 11 13 9 12 15 20 19

計 10 9 15 15 23 23 12 21 17 26 23 23 33 36 34

合計

男 243 254 288 313 349 330 384 387 378 399 458 404 460 444 496

女 235 256 272 330 321 326 351 370 383 408 451 443 457 449 490

計 478 510 560 643 670 656 735 757 761 807 909 847 917 893 986
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鶴岡市の子どもの数（2026年3月31日）人

年齢 ※鶴岡市住民基本台帳から
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「
そ
の
頭
（
か
し
ら
）

の
土
台
は
？
」
と
担
任
に

尋
ね
る
と
躊
躇
な
く
い

、

「

く
つ
か
ホ
ー
ム
セ
ン
タ
ー

な
ど
回
り
、
ど
の
サ
イ
ズ

の
ざ
る
が
合
う
の
か
実
際

・
・

に
か
ぶ
っ
て
み
ま
し
た
」

と
。ま

さ
か
、
人
目
を
は
ば

か
ら
ず
堂
々
と
品
定
め
を

し
て
い
た
わ
け
で
は
な
い

と
思
う
が
、
洋
服
の
試
着、

は
聞
く
こ
と
は
あ
っ
て
も

ざ
る
の
試
着
は
前
代
未
聞

の
こ
と
で
あ
っ
た
。

そ
れ
だ
け
に
、
全
力
を

尽
く
そ
う
と
す
る
担
任
の

思
い
と
本
気
度
に
、
獅
子

保
存
会
の
メ
ン
バ
ー
や
保

護
者
も
触
発
さ
れ
て
、
筆

者
の
指
令
に
応
じ
て
く
れ

た
。保

護
者
達
は
、
衣
装
を

任
せ
て
と
、
サ
サ
ラ
摺
り

と
太
鼓
役
の
浴
衣
や
帯
を

か
き
集
め
、
無
い
も
の
は

作
ろ
う
と
、
黄
色
や
赤
の

襷
や
鉢
巻
き
づ
く
り
に
精

を
出
し
、
棒
使
い
は
消
防

の
法
被
で
間
に
合
わ
せ
よ。

う
と
袖
口
を
縫
い
上
げ
た

獅
子
役
が
頭
か
ら
か
ぶ

り
、
舞
う
踊
り
に
波
の
よ

う
な
動
き
を
伝
え
る
幕
に

つ
い
て
は
、
神
社
に
保
管

す
る
大
人
の
実
物
を
見
せ

て
も
ら
い
、
縫
製
会
社
に

勤
め
る
母
た
ち
が
思
案
し

て
い
た
と
こ
ろ
、
小
野
寺

未
来
君
の
母
妙
子
さ
ん
が

「
こ
れ
だ
ば
処
分
す
る
端」

切
れ
で
何
と
か
な
っ
が
も

と
、
数
日
の
う
ち
に
仕
上

げ
て
き
た
。

足
首
が
し
っ
か
り
隠
れ

る
ほ
ど
の
ロ
ン
グ
サ
イ
ズ

で
、
何
せ
、
獅
子
役
が
９

人
も
い
た
の
で
、
相
当
な

生
地
を
使
う
こ
と
に
な
っ

。
（

）

た
筈
だ
が･･･

つ
づ
く

ス
ッ
キ
リ
し
ね
～
な
～

先
の
号
で
、
首
相
が
喜

ん
で
踊
っ
て
い
た
と
記
し

た
が
、
そ
れ
は
首
脳
会
談

後
の
夕
食
会
だ
っ
た
と
の

事
。
そ
こ
の
演
奏
は
、
大

統
領
が
仕
掛
け
る
戦
争
の

仲
間
・
軍
楽
隊
だ
と
言
う

か
ら
、
首
相
も
元
気
付
い

た
ん
じ
ゃ
な
い
の
か
ナ
。

▲
さ
す
が
ア
メ
リ
カ
と
言

う
か
戦
争
好
き
な
ト
ラ
ン

プ
と
言
う
か
、
鳴
り
物
は

軍
楽
隊
ナ
ン
だ
。
夕
食
会

の
挨
拶
の
中
で
大
統
領
か、

ら
改
め
て
持
ち
上
げ
ら
れ

乾
杯
な
ど
何
杯
か
お
酒
を

口
に
す
れ
ば
、
踊
ろ
う
っ

て
気
に
も
な
る
で
し
ょ
。

し
か
も
、
良
く
調
べ
た
も

の
で
、
曲
は
首
相
が
好
き

な
Ｘ
Ｊ
Ａ
Ｐ
Ａ
Ｎ
の
Ｒ
「

ｕ
ｓ
ｔ
ｙ

Ｎ
ａ
ｉ
ｌ
」

な
の
だ
そ
う
だ
。

▲
当
人
は
、
大
仕
事
が
終

わ
っ
て
気
分
よ
く
踊
っ
た

ん
だ
ろ
う
が
、
一
緒
に
行

っ
た
大
臣
た
ち
で
批
判
は

出
来
な
い
が
、
こ
れ
を
ど

う
思
っ
た
も
の
で
し
ょ
う

か
ネ
～
。
大
統
領
か
ら
見

れ
ば
、
イ
ス
ラ
エ
ル
と
組

ん
で
始
め
た
戦
争
に
、
指

摘
も
非
難
も
ま
し
て
や
止

め
ろ
と
も
言
わ
ず
、
大
方

の
課
題
に
は
悪
い
反
応
は

な
く
、
酒
席
に
な
れ
ば
踊

っ
て
く
れ
る
有
難
い
首
相

で
、
会
談
は
大
成
功
と
い。

う
事
じ
ゃ
な
い
の
か
ネ
～

▲
こ
の
首
脳
会
談
は
世
界

で
注
目
し
て
い
た
は
ず
。

だ
か
ら
、
イ
ラ
ン
攻
撃
に

対
す
る
日
本
の
態
度
も
そ

の
後
の
話
し
合
い
も
、
終

わ
っ
て
か
ら
喜
ん
で
踊
っ

た
事
も
み
ん
な
見
て
い
る

ん
で
す
。
個
人
的
に
好
き

な
大
統
領
に
お
も
ね
る
イ

ヤ
な
首
相
に
思
え
た
ん
じ

ゃ
な
い
か
と
気
が
か
り
だ

が
、
イ
ラ
ン
は
日
本
と
は

友
好
的
な
関
係
を
続
け
た

い
と
発
表
し
て
い
る
ヨ
。

▲
帰
っ
て
来
て
の
予
算
審

議
は
、
衆
議
院
の
よ
う
な

数
の
力
で
の
強
硬
は
出
来

な
い
か
ら
と
、
暫
定
予
算

を
口
に
し
た
。
そ
れ
は
、

も
う
年
度
内
が
数
日
し
か

な
い
の
に
、
不
測
の
事
態

に
備
え
て
ダ
ト
（
石
川
）

。

（

）

鶴
城
看
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鶴
城

桜
花

看

城
貞

藤

花

に

を

る

の

か
く
じ
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お

う

か

み

に

す

陽
春
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月
烏
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陽
春
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よ
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と
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そ
う

天

窺

寒
暑

爾

如
何

窺
天
寒
暑
爾
如
何

に

う

て
ん

う
か
が

か
ん
し
よ

こ
れ

い
か
ん

の

き
と

鶴
城
桜
花
五
日
早

鶴
城

桜
花

五
日

早

か
く
じ
よ
う

お
う
か

い
つ
か

は
や

き

か
ら
ば

か
ら
ん

万
朶
開

酔
容
多

徧

徧

万
朶

開

酔
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